
は
じ
め
に

本
公
益
財
団
は
、
設
立
趣
意
書

（
１
９
５
０
年
２
月
）
で
謳
う
「
単

に
疾
病
の
治
療
ま
た
は
療
養
だ
け

が
対
象
に
な
る
も
の
で
な
く
、
疾

病
の
よ
っ
て
起
こ
る
社
会
的
な
疾

患
を
匡
正
す
る
ま
で
に
発
展
せ
し

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

て
こ
そ
こ
の
事
業
の
新
し
い
真
の

姿
が
発
揮
さ
れ
る
。
即
ち
広
い
意

味
の
厚
生
事
業
に
ま
で
手
を
延
ば

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ

う
い
う
諸
活
動
と
諸
施
設
を
一
般

大
衆
の
福
祉
の
増
進
と
い
う
目
標

の
も
と
に
統
一
さ
れ
れ
ば
医
療
事

業
も
は
じ
め
て
完
成
の
域
に
達
す

る
こ
と
と
信
ず
る
」
を
基
本
視
点

と
し
て
い
る
。

宮
城
厚
生
協
会
の
諸
事
業
が
、

地
域
医
療
と
介
護
、
福
祉
の
充
実

に
寄
与
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と

健
や
か
な
生
活
を
支
え
得
る
こ
と

を
願
い
、
日
本
国
憲
法
が
定
め
る

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の
原
則

と
、
国
民
の
生
存
権
と
文
化
的
生

活
の
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
も

の
で
あ
る
。

宮
城
厚
生
協
会
の
使
命
と
存
在
価
値

◦
わ
た
し
た
ち
は
、
非
営
利
・
公

益
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
事
業
で

社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

◦
わ
た
し
た
ち
は
、
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
ま

す
。Ⅰ

、
事
業
経
営
を
め
ぐ
る

環
境
認
識

◆
貧
困
と
格
差
を
め
ぐ
る
特
徴

新
自
由
主
義
的
政
策
が
全
世
界

で
進
む
中
、
日
本
に
お
い
て
も
か

つ
て
な
い
格
差
社
会
が
形
成
さ
れ

て
き
て
お
り
、
中
間
層
の
減
少
・

消
滅
と
と
も
に
所
得
階
層
の
両
極

化
な
ど
、２
０
０
９
年
以
降
の「
第

二
の
貧
困
拡
大
期
」
が
続
い
て
い

る
。
低
所
得
者
層
の
拡
大
に
と
も

な
い
、
生
活
保
護
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
的
扶
助
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
生

活
困
窮
高
齢
者
世
帯
及
び
そ
の
予

備
軍
の
世
帯
は
、
２
０
３
０
年
に

は
５
０
０
万
世
帯
以
上
に
達
す
る

と
推
計
さ
れ
、
低
所
得
者
の
医
療

受
診
抑
制
を
生
み
出
し
、
経
済
格

差
に
基
づ
く
健
康
格
差
は
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

◆
働
き
方
改
革

働
き
方
改
革
は
、
今
後
減
少
す

る
労
働
人
口
を
補
完
す
る
形
で

様
々
な
働
き
方
が
模
索
さ
れ
て
い

る
。
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
潜
在

的
な
労
働
力
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

で
社
会
資
本
の
充
実
を
目
指
す
一

方
で
、
副
業
の
推
進
な
ど
、
長
時

間
労
働
を
容
認
す
る
政
策
な
ど
課

題
も
か
か
え
て
い
る
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
非

正
規
雇
用
の
処
遇
改
善
」「
賃
金

引
き
上
げ
と
労
働
生
産
性
向
上
」

「
罰
則
付
き
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
導
入
な
ど
長
時
間
労
働
の

是
正
」「
柔
軟
な
働
き
方
が
し
や

す
い
環
境
整
備
」「
女
性
・
若
者

の
人
材
育
成
な
ど
活
躍
し
や
す
い

環
境
整
備
」「
病
気
の
治
療
と
仕

事
の
両
立
」「
子
育
て
・
介
護
等

と
仕
事
の
両
立
、障
害
者
の
就
労
」

「
雇
用
吸
収
力
、
付
加
価
値
の
高

い
産
業
へ
の
転
職
・
再
就
職
支
援
」

「
誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
教

育
環
境
の
整
備
」「
高
齢
者
の
就

業
促
進
」「
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
」
な
ど
の
柱
が
掲
げ
ら
れ
、
多

岐
に
わ
た
る
改
革
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
特
に
「
罰
則
付
き
時
間
外

理事会風景（坂総合クリニック 8階会議室）
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労
働
の
上
限
規
制
の
導
入
な
ど
長

時
間
労
働
の
是
正
」の
項
目
に
は
、

医
師
の
時
間
外
労
働
規
制
の
問
題

が
含
ま
れ
て
お
り
、
法
改
正
か
ら

５
年
後
を
め
ど
に
規
制
を
適
用
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

◆
医
療
・
介
護
従
事
者
を
と
り
ま

く
状
況

医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
、
少

な
い
人
員
で
業
務
を
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
加
え
、
特

に
介
護
分
野
で
は
低
賃
金
と
高
い

離
職
率
が
常
態
化
し
て
い
る
。
医

療
の
全
般
的
な
高
度
化
、
医
療
機

器
の
取
り
扱
い
の
複
雑
化
、患
者
・

家
族
か
ら
の
様
々
な
要
求
の
高
ま

り
な
ど
、
医
療
・
介
護
の
現
場
で

は
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
ス

ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
新
専
門

医
制
度
が
開
始
さ
れ
る
。
専
攻
医

の
一
次
登
録
で
は
地
域
偏
在
が
顕

著
で
あ
り
都
市
部
へ
の
集
中
が
み

ら
れ
る
。
内
科
と
外
科
登
録
数
が

減
少
し
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
泌
尿

器
科
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
。
偏

在
に
よ
り
外
科
や
小
児
科
、
産
婦

人
科
の
専
攻
医
が
一
桁
台
の
県
も

あ
り
、
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
県

や
地
域
は
医
療
シ
ス
テ
ム
の
継
続

さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
。

◆
２
０
１
８
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
影
響

高
齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
自
然
増
を
上

回
る
削
減
方
針
に
よ
り

全
体
で
△
１
・
19
％
と

な
る
。
診
療
報
酬
改
定

率
が
本
体
＋
０
・
55
％

と
な
っ
た
が
体
制
や
成

果
が
重
視
さ
れ
、
重
症

度
・
医
療
看
護
必
要
度
、

地
域
連
携
評
価
、
在
宅

復
帰
率
の
評
価
基
準
が

厳
し
く
な
る
。
介
護
報

酬
は
＋
０
・
54
％
、
障

害
福
祉
が
＋
０
・
47
％
、

薬
価
は
△
１
・
74
％
と
な
る
。

高
額
療
養
費
制
度
負
担
上
限
額

の
引
き
上
げ
、
介
護
保
険
の
利
用

者
負
担
増
や
保
険
料
引
き
上
げ
な

ど
に
よ
り
、今
ま
で
以
上
に
受
診
・

利
用
控
え
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
の
財
政
連
営
が
都
道
府
県

単
位
に
移
行
す
る
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
。

Ⅱ
、
２
０
１
８
年
度
事
業

計
画本

公
益
財
団
は
、
公
益
認
定
法

人
と
し
て
、
公
益
事
業
の
推
進
と

経
営
の
透
明
性
、
健
全
性
を
確
保

し
、
社
会
的
役
割
の
発
揮
に
全
力

を
尽
く
す
。
東
日
本
大
震
災
発
生

か
ら
７
年
、
被
災
者
・
被
災
地
が

抱
え
る
問
題
は
ま
す
ま
す
複
雑

化
・
深
刻
化
し
て
い
る
。
社
会
的

風
化
が
表
れ
つ
つ
あ
る
中
、
長
期

的
視
点
で
支
援
活
動
を
行
う
。「
保

険
医
療
２
０
３
５
年
」
も
視
野
に

「
２
０
２
５
年
医
療
・
介
護
改
革
」

へ
の
本
格
的
な
対
応
を
進
め
、
保

健
・
医
療
・
介
護
事
業
を
一
体
の

も
の
と
し
て
、
環
境
変
化
に
対
応

し
た
中
長
期
事
業
計
画
を
策
定
す

る
。
経
営
構
造
転
換
５
ヶ
年
計
画

の
も
と
、
理
事
会
機
能
強
化
を

は
じ
め
と
す
る
組
織
変

革
、
新
し
い
人
事
賃
金

制
度
を
す
す
め
、
職
員

教
育
・
研
修
シ
ス
テ
ム

を
充
実
さ
せ
、
全
職
員

が
参
画
す
る
事
業
運
営

に
努
め
る
。

１
．
患
者
の
立
場
に
た

つ
診
療
事
業
、
無
料
低

額
診
療
事
業
を
行
う

◇
地
域
医
療
支
援
病
院

の
坂
総
合
病
院
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
中
核
と

し
て
地
域
連
携
を
重
視

す
る
。
入
院
を
中
心
と

し
た
救
急
・
専
門
医
療

を
充
実
さ
せ
６
疾
患
５

事
業
に
取
り
組
む
。

◇
各
病
院
・
診
療
所
は
、
地
域
で

の
医
療
・
介
護
の
連
携
を
大
事
に

し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
担
う
。

◇
高
齢
者
入
居
施
設
「
は
な
み
ず

き
」
は
、
低
所
得
者
や
在
宅
医
療

を
必
要
と
し
た
方
で
も
入
居
で
き

る
ホ
ー
ム
と
し
て
切
実
な
地
域
需

要
に
応
え
る
。

◇
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し

て
、
無
料
・
低
額
診
療
事
業
を
重

視
す
る
。

◇「
医
療
相
談
」「
生
活
相
談
」「
介

護
相
談
」に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

２
．
保
健
予
防
・
集
団
的
健
康
管

理
事
業
を
行
う

◇
「
協
会
け
ん
ぽ
」
健
診
事
業
の

充
実
、
専
門
性
を
生
か
し
た
特
定

健
診
・
保
健
予
防
活
動
を
重
視
す

る
。
疾
病
予
防
事
業
と
し
て
の
運

動
療
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
産
業
医
活
動
に
取
り
組
む
。

◇
振
動
病
・
頚
肩
腕
障
害
・
職
業

性
腰
痛
、
被
曝
者
健
診
及
び
被
曝

二
世
健
診
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
障
害
や
じ
ん
肺
に
関
す
る
健

康
相
談
等
労
働
者
・
住
民
の
健
康

問
題
に
取
り
組
む
。

坂病院待合室風景

松島四大景観　多聞山

2018年3月21日（水） 厚生協会だより 第348号（2）
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寄附金の使い方
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３
．
医
療
従
事
者
の
研
修
教
育
、

医
学
・
看
護
学
等
の
研
究
事
業
を

行
う

◇
東
北
大
学
と
東
北
医
科
薬
科
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
医
師
・
薬
剤

師
養
成
、
み
ち
の
く
総
合
診
療
医

学
セ
ン
タ
ー
で
の
家
庭
医
・
総
合

診
療
医
養
成
に
取
り
組
み
、
地
域

医
療
を
担
う
医
師
・
薬
剤
師
を
育

て
る
。

◇
専
門
研
修
の
た
め
国
内
外
大

学
・
研
究
機
関
へ
の
研
修
派
遣
を

行
い
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

◇
救
急
医
療
・
地
域
連
携
な
ど
の

地
域
開
放
型
研
修
会
の
開
催
、
救

急
救
命
士
の
認
定
研
修
、
認
知
症

対
応
力
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た

研
修
会
等
を
実
施
す
る
。

◇
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
を
は

じ
め
と
し
た
、
医
療
・
介
護
系
学

生
の
研
修
・
実
習
の
受
け
入
れ
、

育
成
を
行
う
。

４
．
訪
問
看
護
・
介
護
、
通
所
、

在
宅
介
護
支
援
事
業
、
障
害
者
の

医
療
・
福
祉
事
業
を
行
う

◇
悪
性
疾
患
へ
の
対
応
、障
害
児
・

重
度
の
乳
幼
児
へ
の
訪
問
、
ケ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
た
在
宅

看
取
り
へ
の
対
応
な
ど
、
在
宅
で

の
療
養
と
介
護
を
支
え
る
。

◇
医
療
度
の
高
い
遷
延
性
意
識
障

害
者
、
重
度
の
障
害
者
の
療
養
を

支
え
る
。

◇
24
時
間
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

強
化
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
自
立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の
計
画

的
な
人
材
育
成
を
行
う
。

５
．
地
域
住
民
と
の
協
力
に
よ
る

健
康
増
進
事
業
を
行
う

◇
地
域
住
民
と
協
力
し
て
「
健
康

相
談
会
」「
復
興
公
営
住
宅
等
で

の
健
康
相
談
会
」「
路
上
生
活
者

等
の
健
康
を
守
る
健
診
・
食
事
会
」

等
の
健
康
増
進
に
取
り
組
む
。

◇
県
内
に
避
難
し
て
い
る
福
島
第

一
原
発
被
曝
者
、
被
災
住
民
の
健

診
や
相
談
会
、
双
葉
町
か
ら
の
避

難
者
や
県
南
地
域
で
の
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
診
等
に
取
り
組
む
。

６
、
総
合
的
な
社
会
保
障
制
度
確

立
に
関
す
る
事
業
を
行
う

◇
地
域
住
民
の
健
康
権
を
守
る
た

め
、
社
会
福
祉
士
な
ど
に
よ
る
医

療
相
談
・
生
活
援
助
に
取
り
組
む
。

◇
社
会
保
障
制
度
が
活
か
さ
れ
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
現
場
の
気
づ

き
を
大
事
に
し
な
が
ら
改
善
援
助

に
取
り
組
む
。
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勤
続
40
年
表
彰
者
「
勤
続
40
年
を
振
り
返
っ
て
」

「
40
年
」
も
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
知
人
の
紹
介
で
、
宮

城
民
医
連
事
務
局
に
勤
め
、
そ

の
後
泉
病
院
、介
護
事
業
関
係
、

現
在
は
南
光
台
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。福

利
厚
生
充
実
の
厚
生
協
会

で
し
た
か
ら
、
４
人
の
子
育
て

も
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
革
新
政
府
実
現
が
目
前

か
と
思
わ
れ
る
中
で
労
働
組
合

活
動
も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

県
連
の
仕
事
に
、
他
団
体
に

手
紙
を
出
す
仕
事
が
あ
り
ま
し

た
。
枕
詞
の
よ
う
に
「
民
医
連

の
旗
を
高
く
掲
げ
て
云
々
」
と

始
ま
り
ま
す
。
と
て
も
誇
ら
し

く
感
じ
ま
し
た
。泉
病
院
で
は
、

窓
口
の
自
己
負
担
が
５
千
円
、

１
万
円
と
な
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
の
現
物
給
付
制
度
に
つ

い
て
何
度
も
県
に
請
願
し
ま
し

た
。現

在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
自
己
責
任
論
が
ま
か

り
通
り
、
治
療
で
き
な
い
人
や

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
権
利

が
損
な
わ
れ
て
い
る
現
実
が
あ

り
、
社
会
の
矛
盾
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
仕
事
が
「
命
の
平
等

と
社
会
保
障
の
充
実
、
平
和
と

民
主
主
義
実
現
」
の
旗
を
高
く

掲
げ
て
で
す
か
ら
、
県
や
仙
台

市
と
の
交
渉
も
怖
い
も
の
な

し
。
正
義
を
つ
ら
ぬ
き
、
胸
を

張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
仕
事

18
歳
で
岩
手
か
ら
看
護
学
校

進
学
の
た
め
宮
城
に
来
て
45

年
。
３
人
の
子
育
て
を
し
な
が

ら
仕
事
と
両
立
で
き
た
の
は
院

内
保
育
所
や
夜
間
保
育
が
あ
っ

た
か
ら
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
産
後
６
週
で
復
帰
で
し

た
の
で
子
供
の
首
が
座
ら
な
い

う
ち
に
お
ん
ぶ
し
て
の
出
勤
で

し
た
。

子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら

絶
対
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
（
か
な
づ
ち
だ
っ
た
の

で
）水
泳
教
室
に
通
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ル
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
全
種
目
泳
げ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
飽
き
や
す

い
私
で
す
が
よ
く
頑
張
り
ま
し

た
。坂

病
院
勤
務
後
は
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
異
動
し
看

護
・
介
護
・
居
宅
（
ケ
ア
マ

ネ
）
と
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
得
た
大
き
な
宝

は
人
生
の
大
先
輩
で
あ
る
高
齢

者
の
方
の
教
え
で
し
た
。

涙
ぐ
ま
し
い
夫
婦
愛
だ
っ
た

り
、
子
を
思
う
母
の
強
い
思
い

だ
っ
た
り
地
域
に
出
て
最
後
ま

で
関
わ
り
、
得
る
も
の
が
た
く

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い

た
諸
先
輩
や
同
僚
の
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

こ
ま
で
し
か
成
長
で
き
な
か
っ

た
私
で
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
。
政
治
と

の
深
い
関
係
で
私
た
ち
の
社
会

が
あ
り
、
医
療
が
あ
り
ま
す
。

退
職
後
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
民

医
連
の
綱
領
実
現
の
た
め
に
地

域
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
く
勉
強
に
な
っ

た
の
は
虐
待
事
例
で
す
。
関

連
事
業
所
や
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
行
政
等
と
連
携
し
母
親

を
息
子
か
ら
引
き
離
し
入
所
で

き
た
事
例
で
す
。
金
銭
的
に
生

活
が
厳
し
い
息
子
は
恫
喝
口
調

に
な
り
、
そ
の
態
度
に
つ
い

か
っ
と
し
て
話
を
し
た
ら
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
か
ら

「
伊
勢
さ
ん
、
親
子
喧
嘩
の
よ

う
だ
っ
た
よ
」
と
笑
わ
れ
ま
し

た
。
別
事
例
で
は
、
１
割
利
用

料
支
払
い
が
滞
り
毎
月
小
額
の

支
払
約
束
を
し
て
い
た
の
に
、

３
度
目
に
集
金
に
行
っ
た
ら
夜

逃
げ
し
た
よ
う
で
、
も
ぬ
け
の

空
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
ど
う
し
て
い
る
か

案
じ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
間

関
係
は
緊
張
の
連
続
で
し
た
が

楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
私
は
と
て
も
い
い

ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
い
っ
ぱ
い

助
け
て
も
ら
い
こ
こ
ま
で
来
れ

た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

退
職
し
た
先
輩
や
現
場
で
働
い

て
い
る
皆
様
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
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１
月
25
日
（
木
）
の
午
後
、
坂

総
合
病
院
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
長
町
病
院
、
古
川
民
主

病
院
、
泉
病
院
、
中
新
田
民
主
医

院
な
ど
と
も
テ
レ
ビ
中
継
し
な
が

ら
、
厚
生
協
会
が
主
催
し
標
記

学習会の様子

テ
ー
マ
で
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
師
の
伊
藤
氏
か
ら
、
○
今
回

の
改
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
○
医
療

機
能
別
の
改
定
ポ
イ
ン
ト
（
急
性

期
医
療
、
長
期
医
療
～
急
性
期
医

療
・
長
期
医
療
）、
○
改
定
前
に

確
実
に
取
り
組
め
る
対
策
（
コ
ス

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
い
う
項
目

で
順
番
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
（
地
域
か
ら
求

め
ら
れ
る
医
療
）の
重
視
を

改
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

ど
ん
な
内
容
に
な
る
の
か
、
同
時

改
定
で
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
や
記
事

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
て
心
配
し
て

い
る
医
療
機
関
が
多
い
と
し
て
、

し
っ
か
り
実
績
の
あ
る
医
療
機
関

の
場
合
は
大
丈
夫
と
述
べ
ま
し

た
。
全
体
的
に
は
、
医
療
・
介
護

の
連
携
に
対
し
て
点
数
の
つ
く
も

の
が
多
い
改
定
内
容
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
的
確
な
判
断
の
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
し
て
、
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｔ
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を

あ
げ
、
日
本
の
医
療
は
Ｗ
Ｉ
Ｌ

Ｌ
（
自
院
が
し
た
い
こ
と
）
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
が
、
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
（
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
医

療
）
を
重
視
し
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
→
Ｃ

Ａ
Ｎ
（
自
院
が
地
域
に
提
供
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
）
→
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
順

番
に
各
病
院
の
方
向
性
を
変
え
る

こ
と
が
今
回
の
改
定
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

連
携
先
と
の
パ
イ
プ
の 

太
さ
が
今
後
の
強
み
に

次
に
、
医
療
機
能
別
の
改
定
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
厚
労
省
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
機
能
分
化
と

地
域
連
携
を
促
進
し
、
効
率
的
な

医
療
を
提
供
し
な
さ
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
病
院
機
能
を
「
急

性
期
医
療
」「
長
期
療
養
～
急
性

期
医
療
」「
長
期
療
養
」
の
３
本

軸
に
し
て
再
編
・
統
合
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
院
完
結
型
は
今
後

減
り
、
地
域
完
結
型
へ
移
行
し
て

い
く
の
で
連
携
先
と
の
パ
イ
プ
の

太
さ
が
今
後
の
強
み
に
な
る
と
し

て
外
部
に
営
業
を
行
な
う
必
要
性

も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

急
性
期
医
療
の
取
り
組
み
と
し

て
、
看
護
必
要
度
の
要
件
が
厳
し

く
な
る
ほ
ど
救
急
患
者
の
受
入
強

化
、
急
性
期
病
棟
の
縮
小
、
看
護

必
要
度
を
考
慮
し
た
転
院
促
進

ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
あ
げ
ま

し
た
。

ま
た
、
手
術
、
が
ん
、
救
急
の

三
つ
が
強
い
病
院
は
診
療
報
酬
改

定
で
評
価
指
標
が
ど
う
変
わ
っ
て

も
急
性
期
病
院
と
し
て
生
き
残
る

と
述
べ
ま
し
た
。
坂
総
合
病
院
の

状
況
も
表
で
示
し
説
明
さ
れ
ま
し

た
。面

で
の
活
動
展
開
を

長
期
療
養
～
急
性

期
医
療
で
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

ほ
う
が
、
収
入
的
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と

述
べ
、
回
復
期
リ
ハ

病
棟
の
入
院
料
比
較

な
ど
で
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
在
院
日
数
規

制
が
厳
し
く
な
る

と
、
在
院
日
数
を
短

縮
し
ベ
ッ
ド
回
転
率

を
上
げ
る
方
法
し
か

な
い
と
し
て
、
長
町

病
院
や
泉
病
院
の
状

況
も
報
告
さ
れ
、
各

病
院
の
中
間
点
に
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
設
す
る
と

か
、
面
で
の
活
動
展

開
の
転
換
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

長
期
療
養
で
は
、
慢
性
期
病
棟

で
も
標
準
化
が
進
め
ら
れ
る
デ
ー

タ
項
目
の
提
出
義
務
化
が
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
報
告
や
、
具
体

的
に
古
川
民
主
病
院
を
取
り
巻
く

環
境
を
踏
ま
え
た
将
来
を
見
据
え

た
事
業
計
画
の
検
討
の
必
要
性

（
介
護
医
療
院
）
な
ど
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
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� 若林クリニック看護師長 京　　玲子

趣味の妄想は広がります

「趣味でもなんでもいいです」と原稿依頼を頂いたのですが、趣味のない私なので何を書いた
らいいのやら。
子どもや夫からは、「お母さん趣味もったほうがいいよ。定年後ボケるよ」とずっと言われてい
ました。子どもから言われると「そうだよなー」とすんなり受け入れられるのですが、なぜか夫か
ら言われると、ムカついてしまいます。確かに夫には趣味と言えるものがいくつかあり、定年後は
時間をみつけてはやっています。
そんな中、３年前に、若林クリニックで「サロン」が開設されました。趣味のない私は、「ちょう
どよかった。ここで趣味を探そう！」と決意。次から次と増えるサークルを見て、「私にできて楽し
いのは何かな？」と見ていると、うれしいことに、やってみたいことが見つかったのです。

やってみたい趣味ベスト３「手芸、折り紙、将棋」
私のやってみたい趣味ベスト３です。
１番目は手芸です。魅力はテレビをみながら、おしゃべりしながら、いつでも気が向いた時にで
きる。そしてどうであれ作品が形になり自己満足できます。
２番目は折り紙です。折り紙は時々教わってやっているのですが、なかなか覚えられず、前やっ
たことを忘れています。思い出すのは必死ですが、これが脳にいいのかな？と思います。
３番目は将棋です。孫のようにかわいい藤原翔太６段すごいですね。駒と前屈みで格闘する姿
が何とも、愛くるしく、こんなに真剣になれて外から見る限りでは面白そうだなと思ってしまいま

す。将棋は小さい頃、「山
くずし」しかしたことが
ない私ですが、まずは、
将棋を少しかじっている
夫をノックアウトするの
が目標です。
座ってやる趣味ばかり
なので、体を動かす趣
味も必要ですが、体を
動かす趣味は、これか
ら探索です。趣味の妄
想は広がりますが、妄
想に終わらないように、
今からこつこつとやって
いきたいと思っていま
す。

サロンの「リハビリ折り紙調理教室」（左端が筆者）
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